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この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

この機械は、ANSI B71.4-2012 規格に適合していま
す。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は専門業務に従事するプロのオペレータが運
転操作することを前提として製造されています。この製
品は、集約的で高度な管理を受けているゴルフ場やス
ポーツフィールドの芝生、あるいは商用目的で使用さ
れる芝生に対する刈り込み作業を行うことを目的とし
て製造されております。

重重重要要要 こここののの説説説明明明書書書ををを読読読んんんででで製製製品品品ののの運運運転転転方方方法法法ややや整整整備備備方方方法法法
ををを十十十分分分ににに理理理解解解ししし、、、他他他人人人ににに迷迷迷惑惑惑ののの掛掛掛かかからららななないいい、、、適適適切切切ででで安安安
全全全ななな方方方法法法でででごごご使使使用用用くくくだだださささいいい。。。こここののの製製製品品品ををを適適適切切切かかかつつつ安安安全全全
ににに使使使用用用すすするるるのののはははおおお客客客様様様ののの責責責任任任ででですすす。。。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。

g249978

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• この芝刈り機をご使用になる前に必ずこのオペ
レーターズマニュアルをお読みになり内容をよく理
解してください

• 牽引車両とモアの運転中は注意力を集中してくださ
い。運転中は運転操作に集中してください注意散
漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに手足などを近づけないでください。
周囲の人や動物を十分に遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。絶対に
子供に牽引車両を運転させたりモアを取り扱わせ
たりしないでください。

• 運転位置を離れる時は、駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを止め、キーを抜き取り、各部が完全に停止
したのを確認してください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください 「注意」、「警告」、および「危険」 の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal110-4668

110-4668

1. シャフトに巻き込まれる危険可動部に近づかないこと。

2. PTO 速度と入力方向

3. 使用しないときはラッシュケーブルをクリップで固定すること。
モアをトラクタから切り離したときは、ラッシュケーブルで
PTO を支える。

decal117-4979

117-4979

1. ベルトに巻き込まれる危険 可動部に近づかないこと。すべて
のガード類を正しく取り付けて使用すること。

decal119-6807

119-6807

1. 警告ここに乗らないこと

decal120-0625

120-0625

1. 挟まれる危険手を近づけないこと。

decal120-6604

120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。

2. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

decal125-6110

125-6110

1. 押しつぶされる危険機械の下に立たないこと。

decal133-8061

133-8061
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decal138-3078

138-3078

1. ベルトの掛け方

decal138-3087

138-3087
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 CE 用巻き込まれ警告デカル 1 巻き込まれ警告デカルを貼り付ける CE
適合モア

2 ノブ 6 デッキカバーのノブを取り付ける。

3 必要なパーツはありません。 – 車両のドローバーの位置を調整する。

4 必要なパーツはありません。 – モアの牽引バーを調整する

5 必要なパーツはありません。 – ピン式の牽引バーをピントル式の牽引
バーに変換する。

6 必要なパーツはありません。 – デッキロックロープをモアに配設する。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 この牽引式ロータリーモアを使用する前に、このマニュアル
を良く読んでください。

1
巻巻巻ききき込込込まままれれれ警警警告告告デデデカカカルルルををを貼貼貼りりり
付付付けけけるるる

CE 適適適合合合モモモアアア

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 CE 用巻き込まれ警告デカル

手手手順順順

重重重要要要 こここののの作作作業業業ははは CE 諸諸諸国国国すすすべべべててておおおよよよびびび英英英語語語ををを話話話すすす
地地地域域域ででで必必必要要要とととなななりりりままますすす。。。

1. PTO シャフトガードを回して既存の巻き込まれ警
告デカルにアクセスする図 3。

g262546

図図図 3

1. 既存の巻き込まれ警告デ
カル

2. CE 用巻き込まれ警告デカ
ル
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2. 既存の巻き込まれ警告デカルとその周囲をきれ
いにする。

3. CE 用巻き込まれ警告デカルの裏紙を剥がす。

4. 既存の巻き込まれ警告デカルの上からCE用巻き
込まれ警告デカルを貼りつける図 3。

2
デデデッッッキキキカカカバババーーーのののノノノブブブををを取取取りりり付付付
けけけるるる

非非非 CE モモモアアア

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

6 ノブ

手手手順順順
1. モアのデッキカバーを外す デッキカバーを取り外

し (ページ 25)を参照。

2. デッキカバーにボルト固定しているプッシュナット
を外して、カバーからボルトを外す図 4。

g264078

図図図 4

1. ボルト 3. プッシュナット

2. デッキカバー

3. ノブを使ってデッキカバーを取り付ける デッキカ
バーの取り付け (ページ 26)を参照。

4. 他のデッキカバーについても上記のステップ1-3
を行う。

3
牽牽牽引引引車車車両両両のののドドドロロローーーバババーーーののの位位位置置置
ををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
牽引車両のドローバー図 5を延長位置にセットする牽
引車両のオペレーターズマニュアルを参照。

g250235

図図図 5

1. ドローバー延長位置

4
モモモアアアののの牽牽牽引引引バババーーーををを調調調整整整すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

作作作業業業現現現場場場ののの下下下見見見ををを行行行ううう
モアの牽引バーの位置を決めるに当たり、作業現場に
ついて以下の条件を考慮してください。

• アンジュレーションが多いターフ — 牽引バーを短
めにする。

• ほぼフラットなターフ — 牽引バーを長めにする

注注注 アンジュレーションも平坦部もあるようなターフでは
中間的な長さが良いかもしれません。

牽牽牽引引引バババーーーののの長長長さささををを調調調整整整すすするるる
注注注 モアの牽引バーには 5 つの牽引位置があり、 20
cm 間隔で変更できます。

1. ヒッチチューブをレシーバチューブに固定している
フランジロックナット2 個、キャップスクリュ2 個、
ワッシャ2 枚を外す図 6。
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g250236

図図図 6

1. ヒッチチューブ 4. フランジナット

2. キャップスクリュ 5. レシーバチューブ

3. ワッシャ

2. 作業現場の下見を行う (ページ 7)で行って決定
に従って、ヒッチチューブの位置を調整する。

3. ヒッチチューブをレシーバチューブに組み付け、
先ほどステップ1で外したフランジロックナット、
キャップスクリュ、ワッシャで固定する。

4. ナットを 91-113 N·m9.3-11.5 kg.m = 67-83 ft-lbに
トルク締めする。

5
ピピピンンン式式式ののの牽牽牽引引引バババーーーをををピピピンンントトトルルル
式式式ののの牽牽牽引引引バババーーーににに変変変換換換すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. ヒッチピンを牽引バーに固定しているヘアピンを外

してヒッチピンを抜き取る図 7。

g250399

図図図 7

1. ヒッチピン 5. フランジロックナット

2. ヘアピン 6. クレビスブラケット

3. ピントルのアイ 7. キャップスクリュ

4. フランジブッシュ

2. ピントルのアイからフランジブッシュを外す図 7。
3. クラビスブラケットを牽引バーに固定しているフラ

ンジロックナット2 個とキャップスクリュ2 本を外
し、クレビスブラケットを外す図 7。

注注注 ヒッチの形状を元に戻す時のために、ヘアピ
ン、ヒッチピン、フランジロックナット、キャップス
クリュ、クレビスブラケットは保管してください。

6
デデデッッッキキキロロロッッックククロロローーープププをををモモモアアアににに配配配
設設設すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

デッキロックロープの自由端をロックレバーからホー
ルガイド2 つに導く図 8。
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図図図 8

1. デッキロックロープ 3. デッキロックロープの結び
目側端部

2. ロックレバー 4. ホースガイド
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製製製品品品ののの概概概要要要

g262052

図図図 9

1. 後刈り込みデッキ 4. 外側刈り込みデッキ 7. クイックコネクトカップリングPTO 駆動
シャフト

2. デッキロック 5. ガードPTO 駆動シャフト 8. 油圧ホース

3. ロックレバー 6. ホースガイドと駆動シャフトレスト

g262053

図図図 10

1. デッキロックロープ 3. ガードデッキ駆動シャフト 5. 刈高アジャスタ

2. ジャッキ 4. ローラ
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

牽牽牽引引引車車車両両両ににに必必必要要要ななな仕仕仕様様様

PTO ののの最最最低低低必必必要要要出出出力力力 26 Kw (35 hp)

推推推奨奨奨 PTO 速速速度度度 540 rpm

PTO 回回回転転転 右回り牽引車両の後
ろから見て

PTO のののスススピピピンンンドドドルルル 直径 34.8 mm、6 ス
ピンドル

最最最低低低必必必要要要油油油圧圧圧 19.3 bar 12.3 kg/cm²
= 2000 psi

ドローバーとピン直
径 25 mm

牽牽牽引引引シシシススステテテムムム

ピントル軸

モモモアアアののの仕仕仕様様様

ウウウェェェイイイトトト 1354 kg

トトトンンングググ重重重量量量 313kg

幅幅幅 刈り込み位
置

381 cm

移動走行
位置刈高
13 mm

218 cm

高高高さささ 刈り込み位
置

78 cm

移動走行
位置

193cm

長長長さささ ヒッチ最大
延長長さ

371 cm

刈刈刈幅幅幅 365 cm

刈刈刈高高高範範範囲囲囲 13-102 mm

刈刈刈りりり込込込みみみ能能能力力力 9.7 km/h 毎時 3.5 ヘクタール

最最最大大大移移移動動動速速速度度度 30 km/h

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそろっており、マシンの機能をさらに広げることができます。 詳
細は弊社の正規サービスディーラ、または代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト www.Toro.com でも
すべての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ずToroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアクセサリを
御使用になると危険な場合があり、製品保証を受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• PTO 駆動シャフトを扱う時は、ジョイントピボット部
に手を挟まれないように注意してください。

• PTO や駆動シャフトに足を掛けたり、またいだり、
くぐったりしないでください。

• 安全な運転操作、各部の操ン方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• PTO スプラインアダプタやエクステンションは使用
しないでください。

• 最大 PTO 速度が 540 rpm 秒速 9 回転以外の牽
引車両を使用しないでください。

• ガードやシールドは適切に取り付け、適切に維持し
てください。ガードやシールドが破損したり無くなっ
た場合は、必ず新しいものを取り付けてからモア
を使用するようにしてください。

• PTO がドローバーに接触しないことを確認してく
ださい。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換するときに
はボルトもセットで交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

• 使用する牽引車両の能力を、車両メーカーや販売
店などに確認してください この重量のモアを確実に
搭載操作できる能力があることが必要です。

トトトラララクククタタタのののコココンンントトトロロローーールルル
実際にモアの運転操作を始める前に、以下の操作方
法をよく知っておいてください

• PTO の入切

• エンジン/PTO 速度

• 後アタッチメントの制御方法昇降

• 補助バルブの操作

• クラッチ

• Throttleスロットル

• ギアの選択

• 駐車ブレーキ

重重重要要要 トトトラララクククタタタののの運運運転転転ののの詳詳詳細細細にににつつついいいてててははは、、、トトトラララクククタタタののの
オオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

アアアウウウトトトクククロロロススス トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッッ
トトトのののコココンンントトトロロローーールルル装装装置置置
アウトクロス トラクションユニットのコントロール装置、
運転、モア用の設定などについての詳細は、アウトク
ロストラクションユニットのオペレーターズマニュアルを
参照してください。

PTO 速速速度度度
このモアは PTO の最大速度 540 rpm で作動するよう
に製造されています。 ほとんどの牽引車両では、540
rpm 位置が分かるようになっています。

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
実際に刈り込み作業を行う前に、広い安全な場所で
十分に運転操作に慣れておきましょう。牽引車両を推
奨ギア設定および PTO 速度で運転し、牽引車両およ
びモアの運転操作に十分に慣れてください。モアの
デッキの上げ下げ、PTO の ON/OFF、列を揃えて刈
り込みを行うテクニックなどを磨いてください。練習す
れば運転操作が上手になり、きれいに刈り込みができ
るようになります。

注注注意意意
作作作動動動中中中のののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトににに触触触れれれるるるなななどどどすすするるるととと重重重大大大ななな
人人人身身身事事事故故故ににになななるるる。。。

人人人身身身事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、トトトラララクククタタタののの運運運転転転席席席ををを離離離れれれるるる
場場場合合合にににははは、、、PTO ををを解解解除除除ししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、
エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるるこここととと。。。整整整備備備等等等ががが
終終終了了了しししたたたららら、、、全全全てててののの安安安全全全ガガガーーードドド類類類ををを確確確実実実ににに取取取りりりつつつ
けけけてててかかかららら運運運転転転ををを再再再開開開すすするるるこここととと。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

危危危険険険
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ががが低低低いいいととと移移移動動動走走走行行行時時時ののの安安安定定定ががが悪悪悪くくくななな
るるる。。。転転転倒倒倒なななどどど、、、生生生命命命ににに関関関わわわるるる重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここしししやややすすすくくくなななるるる。。。

空空空気気気圧圧圧不不不足足足ののの状状状態態態でででモモモアアアををを使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

1. タイヤ空気圧は毎日点検する。

2.07 bar2.1 kg/cm2 30 psi あれば適正。
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g001055

図図図 11

2. 不足の場合はエアを入れ、過剰な場合は余分な
エアを抜く。

PTO ととと駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトガガガーーードドドををを点点点
検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 牽引車両に駆動シャフトが付いている場合は外
す。

2. PTO シャフトガードの前半分を 1 回転させてみ
る図 12。

注注注 自由に回転しない場合にはガードを清掃する
か交換する。

g262236

図図図 12

1. PTO シャフトガード前半分

3. PTO シャフトガードの前半分をそれぞれ前後に動
かして自由に伸び縮みすることを確認する図 12。

注注注 自由に伸び縮みしない場合にはガードを清掃
するか交換する。

4. 駆動シャフトが牽引車両から外されている場合に
は、取り付ける 駆動シャフトを PTO に接続す
る (ページ 16)を参照。

5. PTO シャフトの前ガードと牽引車両の動かない部
分との間に、拘束チェーンが取り付けられている
ことを確認する図 13。

g264215

図図図 13

1. PTO シャフトガード前半分 2. 拘束チェーン

6. 拘束チェーンが、後 PTO シャフトガード、駆動
シャフトガード、モアのフレームに接続されている
ことを確認する図 14と図 15。

g262208

図図図 14
左デッキ、右デッキと PTO 駆動シャフトガード

1. 拘束チェーン 3. PTO シャフトガード

2. 駆動シャフトガード
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g262209

図図図 15
中央デッキの駆動シャフトガード

1. 駆動シャフトガード中央デッ
キ

2. 拘束チェーン

7. ホースクランプ7 個が駆動シャフトガードを各ギ
アボックスに確実に固定していることを確認す
る図 16。

g264297

図図図 16

1. ホースクランプ

牽牽牽引引引バババーーージジジャャャッッッキキキののの使使使いいい方方方

モモモアアアをををジジジャャャッッッキキキででで支支支えええるるるにににははは
1. 平らな場所に駐車し、シフトレバーをニュートラ

ル位置にセットする。

2. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止してキーを
抜きい取り、可動部が完全に停止するのを待つ。

3. ピンを抜いて牽引バージャッキを立てる図 17。

g250413

図図図 17

1. ピン 3. ジャッキパッド

2. 牽引バージャッキ 4. ジャッキのハンドル

4. 牽引バーの穴を、ジャッキの穴に合わせる図
17。

5. 牽引バーの穴とジャッキの穴にピンを通す図 17。
6. ジャッキがモアの重量を完全に支える高さまで

ハンドルを回す。

7. モアの両方のタイヤに輪止めを掛ける図 18。

g256133

図図図 18

1. 輪止め

8. 牽引車両から油圧接続と PTO 駆動シャフトの
接続を外す。
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9. 牽引バーからヒッチを外す。

10. 牽引車両をモアから真っ直ぐに離す。

ジジジャャャッッッキキキののの収収収納納納
1. モアがマシンに確実に接続されていることを確

認する。

2. ジャッキハンドルで、ジャッキパッドを完全に上ま
で上げる図 17 モアをジャッキで支えるには (ペー
ジ 14)を参照。

3. ピンを抜いて牽引バージャッキを水平にする。

4. 牽引バーの穴を、ジャッキの穴に合わせる。

5. 牽引バーの穴とジャッキの穴にピンを通す。

モモモアアアををを牽牽牽引引引車車車両両両ににに接接接続続続すすするるる

牽牽牽引引引車車車両両両とととモモモアアアののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. モアが牽引バージャッキで確実に支えられてい

ることを確認する モアをジャッキで支えるには
(ページ 14)を参照。

2. 3 点ヒッチを下降させる牽引車両のオペレーター
ズマニュアル を参照。

3. 上部リンクブラケットが付いている場合には、そ
こからリンチピン、クレビスピン、上側 3 点リン
クを外す図 19。

g250419

図図図 19

1. 上側 3 点リンク 3. 上部リンクブラケット

2. リンチピン 4. クレビスピン

4. スタビライザアーム図 20を外側一杯に出す牽引
車両のオペレーターズマニュアルを参照。

g264148

図図図 20

5. ピン式の牽引バーの場合は、牽引バーからヘア
ピンとヒッチピンを抜く。

6. ピントル式の牽引バーの場合は、ヒッチを開く。

モモモアアア用用用のののドドドロロローーーバババーーーののの選選選択択択にににつつついいいててて
• ヒッチのピン穴の直径31.75 mm
• 作業高さ33.4-40 cm図 21を参照。

g250512

図図図 21

• 牽引バーが PTO 駆動シャフトに干渉しないことを
確認する。

モモモアアアををを牽牽牽引引引車車車両両両ににに接接接続続続すすするるる
1. ジャッキハンドルで牽引バージャッキの高さを調

整して牽引バーを車両の牽引バーまたはピントル
ヒッチと同じ高さにする図 22。
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g250416

図図図 22
図はピン式の牽引バー

1. 牽引バー 3. ジャッキのハンドル

2. 牽引バー

2. 3 点ヒッチを完全に立てる牽引車両のオペレー
ターズマニュアル を参照。

注注注 3 点ヒッチにロックが付いている場合にはロッ
クを掛ける。

3. 牽引車両の牽引バーまたはピントルヒッチを、モ
アの牽引バーに揃える図 22。

4. シフトレバーをニュートラル位置にし、駐車ブレー
キを掛け、エンジンを停止してキーを抜き取り、
可動部が完全に停止するのを待つ。

5. 以下の手順で牽引バーを固定する

• ピン式の牽引バーの場合は、ヒッチピンを牽
引バーとドローバーの穴に通して、ピンをヘア
ピンで固定する図 23。

g250418

図図図 23
図はピン式の牽引バー

1. フランジブッシュ 3. ヒッチピン

2. ヘアピン 4. ピン

• ピントル式の牽引バーの場合は、ヒッチを閉
じて固定する。

6. ジャッキを完全に上昇させる図 23。
7. ジャッキを牽引バーに固定しているピンを外し、

ジャッキを水平にして牽引バーにピンで固定す
る図 23。

駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトををを PTO ににに接接接続続続すすするるる
1. PTO 駆動シャフトのクイックコネクトカップリング

を、PTO の出力シャフトに合わせる図 24。
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g250417

図図図 24

1. PTO 出力シャフトマシン 2. クイックコネクトカップリング
PTO 駆動シャフト

2. クイックコネクトカップリングのカラーをスライドさ
せる図 25。

g250500

図図図 25

1. ロックカラークイックコネクト
カップリング

3. 駆動シャフトのヨーク

2. スプラインPTO 出力側シャ
フト

4. シールド

3. ロックカラーを引いたまま、PTO 駆動シャフトの
ヨークを前側に引いてカップリングソケットを、
PTO出力シャフトのスプラインにはめ込む図 25。

4. クイックコネクトカップリングについているロック
が PTO 出力シャフトにパチンとはまったことを
確認する。

5. 駆動シャフトのヨークにシールドがはまっている
ことを確認する図 25。

6. 拘束チェーンを牽引車両の動かない部分につな
ぐ図 26。

重重重要要要 拘拘拘束束束チチチェェェーーーンンンにににははは、、、車車車両両両ががが左左左右右右旋旋旋回回回ででできききるるる
だだだけけけののの「「「たたたるるるみみみ」」」ををを持持持たたたせせせてててくくくだだださささいいい。。。

g264215

図図図 26

1. PTO シャフトガード前半分 2. 拘束チェーン

油油油圧圧圧ホホホーーースススををを接接接続続続すすするるる
1. 後アタッチメントの昇降回路用のホースを車両

に接続する場所クイックディスコネクトフィッティ
ングを探し出す。

2. 牽引車両のクイックディスコネクトフィッティングに
ついているダストカバーを外す。

3. モアのシリンダ伸長用ホースのクイックディスコ
ネクトフィッティングについている黒いダストカ
バーを外す。

4. シリンダ伸長用ホースのクイックコネクトフィッティ
ングを後部アタッチメント下降用回路のクイック
ディスコネクトカップリングに接続する図 27。
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g250538

図図図 27

1. クイックディスコネクトフィッ
ティングと黒いダストキャッ
プシリンダ伸長用ホース

3. クイックディスコネクトフィッ
ティングと赤いダストキャッ
プシリンダ収縮用ホース

2. クイックディスコネクトカッ
プリング後アタッチメント下
降用回路

4. クイックディスコネクトカッ
プリング後アタッチメント上
昇用回路

5. モアのシリンダ収縮用ホースのクイックディスコ
ネクトフィッティングについている赤いいダストカ
バーを外す。

6. シリンダ収縮用ホースのクイックディスコネクト
フィッティングを後部アタッチメント上昇用回路のク
イックディスコネクトカップリングに接続する。

デデデッッッキキキロロロッッックククロロローーープププををを車車車両両両ににに配配配設設設すすするるる
1. ホースガイドからのデッキロックロープを運転席

に導く図 28。

重重重要要要 ロロローーープププののの「「「たたたるるるみみみ」」」ががが十十十分分分でででななないいいととと、、、モモモアアア
ががが牽牽牽引引引車車車両両両ににに引引引かかかれれれたたた状状状態態態ででで左左左右右右ににに自自自由由由ににに旋旋旋回回回
ででできききなななくくくなななりりりままますすす。。。PTO駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトににに接接接触触触しししななないいい
範範範囲囲囲ででで十十十分分分ななな「「「たたたるるるみみみ」」」をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。

g250665

図図図 28

1. シャーシの動かない部分 3. デッキロックロープ

2. ホースガイド

2. デッキロックロープを、牽引車両のシャーシの
動かない部分たとえば ROPS の柱材に縛り付
ける図 28。
重重重要要要 運運運転転転席席席、、、ハハハンンンドドドルルル、、、制制制御御御装装装置置置のののハハハンンンドドドルルルななな
どどどににに縛縛縛りりり付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

3. モアのタイヤから輪止めを取り外す。

運運運転転転中中中ににに
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュー
トラルであること、PTO が解除されていること、駐
車ブレーキが掛かっていることを確認し、運転席に
着席してください。

• 回転部に手足を近づけないよう注意してください。
また排出口の近くにも絶対に人を近づけないでく
ださい。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。
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• デッキを上昇時一時停止位置以上高く上げた状態
で PTO を作動させないでください。

• 刈り込みをしていない時は必ずモアを停止させてお
いてください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感
じたときにはまず停止し、エンジンを止め、駐車ブ
レーキを掛けてキーを抜き、各部の動きが完全に
止まるのを待って、モアをよく点検してください。異
常を発見したら、作業を再開する前にすべて修理
してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 悪路では走行速度を落としてください。

• モアは重量物です。牽引車両に連結して上昇させ
た状態では、その重量のために、牽引車両の安
定性、ブレーキ、ハンドリング性能などに影響が
出ます。現場から現場への移動に際しては安全に
十分注意してください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前刈高を変更する場合もには以
下を行ってください

– PTOが解除されていることを確認する。

– 平らな場所に駐車する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– 刈り込みデッキを下降させる。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての部分が完全に停止するまで運転位置
を離れない。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• Toro® カンパニーが認めた以外のアクセサリ、ア
タッチメント、交換パーツを使用しないでください。

• スチール製の PTO駆動シャフトのパーツチューブ、
ベアリング、ジョイントなどの分解や修理について
は、弊社代理店にご相談ください。これらの部分の
分解や修理は特殊工具を必要とする場合があり、
専門知識のない人が作業を行うと、他の部分を破
損させるなどする恐れがあります。

• PTO や駆動シャフトが無い状態でモアを使用しな
いでください。

• 旋回時に、牽引車両のタイヤを PTO 駆動シャフト
に接触させないように注意してください。

• 油圧ホースや電気コード、ロープなどを PTO 駆
動シャフトのガードに接触させないように注意して
ください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは

重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• マニュアルや牽引車両の機体に描かれている斜面
に関する注意事項を読んで内容をよく理解する。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く
読み、作業日当日の現場のコンディションが作業
に適当かどうか判断してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が
変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。乗
用の刈り込み機械で斜面を刈り込むことに危険が
感じられる場合は歩行型の動力芝刈り機をお使い
ください。

• 斜面では可能なかぎりカッティングユニットを地表
面まで下げておいてください。斜面上でカッティン
グユニットを上昇させると機体が不安定になる恐れ
があります。

• その他のアタッチメントには十分注意してください。
アタッチメントによってマシンの安定性が変わり、
安全限界が変わる場合がありますからご注意くださ
い。下り坂では必ずマシンをギアに入れておいてく
ださい。下り坂をニュートラルで走行しないでくださ
いギア駆動式のマシン。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキををを移移移動動動走走走行行行位位位
置置置かかかららら降降降ろろろすすす
1. PTO が OFF 位置にあることを確認する牽引車両

のオペレーターズマニュアルを参照。

2. 刈り込みデッキを支えられるくらいの広さがある平
らな場所へ移動する。
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3. 周囲に無用の人間がいないことを確認する。

4. 後部アタッチメントのコントロール装置を上昇に
セットする牽引車両のオペレーターズマニュア
ルを参照。

刈り込みデッキがわずかに上昇する可能性があ
る。そしてデッキのロックがゆるむ。

5. デッキロックロープを引いて保持する図 29。
デッキロックが解除される。

g250665

図図図 29

1. デッキロックロープ 3. ロックアーム

2. ホースガイド

6. 後部アタッチメントのコントロール装置を下降に
セットする牽引車両のオペレーターズマニュア
ルを参照。

刈り込みデッキが床面に降りる図 30。

g250705

図図図 30

7. デッキが完全に下りたら、ロープをゆるめてアタッ
チメントのコントロールを解除する。

8. 後部アタッチメントのコントロール装置をフロート
にセットする牽引車両のオペレーターズマニュ
アルを参照。

刈刈刈りりり込込込みみみ中中中のののデデデッッッキキキののの上上上昇昇昇操操操
作作作
刈り込み列の終点に来て旋回する時にデッキをターフ
から浮かせる操作です。

後部アタッチメントのコントロール操作については、牽
引車両のオペレーターズマニュアルを参照。

1. 後部アタッチメントのコントロール装置を上昇に
セットする。

デッキが上昇し、リフトピンがデッキロックの上昇
位置一時停止位置に接触する。

注注注 デッキロックロープは引っ張らないでください。

g250716

g250715

図図図 31

1. デッキロック 2. デッキピン

2. 牽引車両を旋回させて次の刈り込み列にそろえ
る。

3. 後部アタッチメントのコントロール装置を下降に
セットする。

4. PTOを入れる。

デデデッッッキキキををを移移移動動動走走走行行行位位位置置置まままででで上上上
昇昇昇さささせせせるるる操操操作作作
PTO の操作や後部アタッチメントの操作については、
牽引車両のオペレーターズマニュアルを参照。
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1. 平らな場所にモアを移動させる。

2. PTO を停止する。

3. デッキロックロープを引いて保持する図 32。

g250665

図図図 32

1. デッキロックロープ 3. ロックアーム

2. ホースガイド

4. 後部アタッチメントのコントロール装置を上昇に
セットする。

刈り込みデッキが移動走行位置まで上昇する図
33。

g250706

図図図 33

5. デッキが完全に上昇したら、ロープをゆるめてア
タッチメントのコントロールを解除する。

デッキロックがデッキピンに掛かる図 34。

g250714

図図図 34

1. 右側デッキロック 2. 中央デッキロック

6. 後部アタッチメントの制御装置を下降位置に操作
して、デッキロックがデッキの重量を支えるまで
デッキを下げる。

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
1. モアが牽引車両に取り付けられている場合には

以下を行う

A. PTOが解除されていることを確認する。

B. デッキが移動走行位置にある場合には、
デッキを下げる 刈り込みデッキを移動走行位
置から降ろす (ページ 19)を参照。

C. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止して
キーを抜きい取り、可動部が完全に停止す
るのを待つ。

2. 作業に使用する刈り高を刈高を決める。

3. 刈高アジャスタ図 354 個を固定しているロック
ナット4 個をゆるめる。
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g250931

g250930

図図図 35

1. 刈高アジャスタ 4. ロックナット

2. アジャスタねじ 5. ポインタ

3. 刈高スケール 6. ローラ

4. デッキローラのうちのひとつで、アジャスタの
キャップスクリュを回して刈高に調整するステップ
2で決めた刈高にポインタを合わせる。

5. 刈高アジャスタ 2 個のロックナットを締める。

6. もう一方のローラにも、ステップ4と5の作業を
行う。

7. 他のデッキにも、ステップ3-6の作業を行う。

小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう時時時
1. 牽引車両をローギアまたはローレンジにシフト

する。

2. 低速で走行しながら小さく回る。

重重重要要要 牽牽牽引引引車車車両両両とととモモモアアアとととののの角角角度度度ががが 75° ををを超超超えええななな
いいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

g264251

図図図 36
牽引車両とモアとの角度は 75°まで。

3. 牽引車両のタイヤとモアが接触しないことを確認
しながら旋回してください図 37。

注注注 タイヤがモアに接触しそうな場合には旋回を
緩やかにしてください。

g264252

図図図 37

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ

ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 駆動シャフトに足を掛けたり、またいだり、くぐっ
たりしないでください。

• モアの移動走行時や格納時にシャフトを支えるの
に PTO シャフトガードの拘束チェーンを使わないで
ください。

• PTO シャフトを床に寝かせないでください。

• PTO シャフトガードが引っ張られて二つに分離した
状態にならないようにしてください。
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• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回

モアを上昇させ、きれいに洗浄する。

ロロローーープププ掛掛掛けけけポポポイイインンントトト

g264216

図図図 38

1. 機体前部のロープ掛けポ
イント

2. 機体前部のロープ掛けポ
イント左右

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
重重重要要要モモモアアアをををトトトレレレーーーラララににに積積積みみみ下下下ろろろしししすすするるる時時時にににははは、、、まままずずずデデデッッッ
キキキををを上上上昇昇昇さささせせせてててラララッッッチチチををを掛掛掛けけけてててくくくだだださささいいい。。。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

牽引シャーシ、牽引車両、ロープ掛け位置について
は、各機械のオペレーターズマニュアルをご覧くださ
い。

1. 牽引車両をランプ板まで寄せる。

2. エンジンを停止し、キーを抜き取り、駐車ブレー
キを掛ける。

3. ジャッキを降ろす。

4. マシンを車輪近くで固定するロープ、ケーブル、
チェーンなど。

注注注 ロープ掛けや積荷固定については各地域の法
令などに従ってください。

5. 荷台に固定し終わったら、車輪に輪止めを掛け
る。

6. PTO 駆動シャフトが牽引車両に接続されてい
る、またはモアの牽引バーに接続されていること
を確認する。
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保保保守守守
注注注意意意

始始始動動動スススイイイッッッチチチにににキキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危
険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

警警警告告告
上上上昇昇昇さささせせせたたたモモモアアアにににラララッッッチチチををを掛掛掛けけけななないいいでででおおおくくくととと、、、デデデッッッキキキががが突突突然然然落落落下下下しししててて重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

必必必ずずず全全全部部部のののデデデッッッキキキががが上上上昇昇昇位位位置置置にににあああっっってててそそそれれれぞぞぞれれれののの昇昇昇降降降アアアーーームムムにににラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 50 時間
• 中央ギアボックスのオイル交換を行う。
• 中央ギアボックスのオイル交換を行う。
• モアのベルトを点検する。

使用するごとまたは毎日

• タイヤ空気圧を点検する。
• PTO と駆動シャフトガードを点検する。
• PTO シャフトの定速ジョイント部を潤滑する。
• 刈り込みブレードを点検する。

使用後毎回 • モアの洗浄と点検を行う。

50運転時間ごと

• 伸縮式の駆動シャフトジョイントのグリスアップを行う。
• 駆動シャフトのUジョイントのグリスアップを行う。
• 駆動シャフトガードのスリップジョイントのグリスアップを行う
• 昇降アーム、油圧シリンダ、ラッチ、インパクトストラットのグリスアップを行う （機体を水
洗いした後は直ちにグリスアップを行う）。

• スピンドルのグリスアップを行う。
• ベルトテンショナのグリスアップのグリスアップを行う。
• デッキローラのグリスアップを行う （機体を水洗いした後は直ちにローラもグリス
アップを行う）。

• ギアボックスのオイルの量を点検する。

500運転時間ごと • ギアボックスとスピンドルのベアリングを点検する。

長期保管前

• 50運転時間の定期整備を実施する。
• よごれをすべて落とす。
• ローラのベアリングを点検する。
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。

1年ごと
• 中央ギアボックスのオイル交換を行う。
• 中央ギアボックスのオイル交換を行う。
• PTO が磨耗していないか点検する。
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モモモアアアをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププすすするるる時時時
1. モアのジャッキアップは図 39のようにアクスル

ハーフ部分で行う。

g264176

図図図 39

1. アクスルハーフ

2. ジャッキアップしたら、ジャッキスタンドで支える。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキへへへのののアアアクククセセセススス

デデデッッッキキキカカカバババーーーををを取取取りりり外外外ししし
1. デッキカバーを固定しているラッチ3 個を外す図

40。

g251061

図図図 40

1. ノブデッキカバー非 CE 仕
様のモア

3. ボルトデッキカバーCE 仕
様のモア

2. ラッチデッキカバー 4. ノブ非 CE 仕様またはボル
トCE 仕様

2. デッキカバーをデッキに固定しているノブCE 仕様
の場合はボルトをゆるめる図 40。

3. カバーを持ち上げてデッキから取り外す。

4. 他のカバーについても同様にステップ 1 と 2 を行
う図 40。
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デデデッッッキキキカカカバババーーーののの取取取りりり付付付けけけ
1. デッキカバーのラッチをデッキの穴に合わせる

図 41。

g254821

図図図 41

1. ラッチデッキカバー 3. ノブデッキカバー非 CE 仕
様のモア

2. ノブ非 CE 仕様またはボル
トCE 仕様

4. ボルトデッキカバーCE 仕
様のモア

2. デッキカバーをデッキに取り付ける図 41。
3. 以下の手順でカバー図 41を固定する

• 非非非 CE 仕仕仕様様様のののモモモアアアノブでカバーをデッキに固
定。

• CE 仕仕仕様様様のののモモモアアアボルトでカバーをデッキに固
定。

4. デッキカバー固定ラッチ3 個を掛ける図 41。
5. 他のデッキカバーも取り外した場合には、そのカ

バーにもステップ1-4を行う図 41。

潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススののの仕仕仕様様様

No. 2 リチウム系グリス

PTO シシシャャャフフフトトトののの定定定速速速ジジジョョョイイインンントトト部部部ののの潤潤潤
滑滑滑

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

PTO シャフトにある 3 ヶ所のグリスフィッティングに所定
のグリスを注入する図 42。

g255325

g255326

図図図 42
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伸伸伸縮縮縮式式式ののの駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトジジジョョョイイインンントトトのののグググ
リリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

1. 内側の駆動シャフトガードのところで、グリスフィッ
ティングにアクセスできるように駆動シャフトをすこ
し伸ばす図 43。

g264299

g264298

図図図 43

2. 図 43のように、伸縮式の駆動シャフトにある 4
ヶ所のグリスフィッティングに所定のグリスを注
入する。

駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトのののUジジジョョョイイインンントトトのののグググリリリススス
アアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

図 44のように、駆動シャフトのUジョイントにある 7 ヶ所
のグリスフィッティングに所定のグリスを注入する。

g255328

g255327

図図図 44
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駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトガガガーーードドドのののスススリリリッッップププジジジョョョイイインンントトト
のののグググリリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

図 45のように、駆動シャフトガードのスリップジョイ
ントにある 7 ヶ所のグリスフィッティングに所定のグリ
スを注入する。

g264214

g264213

図図図 45

昇昇昇降降降アアアーーームムム、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダ、、、ラララッッッチチチ、、、
イイインンンパパパクククトトトススストトトラララッッットトトのののグググリリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと 機体を水洗いした後は直ち
にグリスアップを行う。

• 左右の刈り込みデッキの、昇降アーム、油圧シリン
ダ、ラッチ、インパクトストラットに所定のグリスを
注入する図 46。

g251060

図図図 46
左または右の刈り込みデッキ

1. 外側

• 中央刈り込みデッキの、昇降アーム、油圧シリン
ダ、ラッチ、インパクトストラットに所定のグリスを
注入する図 47。

g251059

図図図 47
中央刈り込みデッキ

1. モアの後部

スススピピピンンンドドドルルルのののグググリリリスススアアアッッップププ

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

各デッキにある 7 ヶ所のグリスフィッティングに所定の
グリスを注入する図 47。

g251062

図図図 48
図は左側デッキを示す右側デッキ、中央デッキもほぼ同じ
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ベベベルルルトトトテテテンンンシシショョョナナナのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

各デッキにあるベルトテンショナ2個のそれぞれにある 7
ヶ所のグリスフィッティングに所定のグリスを注入する。

g264169

図図図 49

デデデッッッキキキロロローーーラララのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと 機体を水洗いした後は直ち

にローラもグリスアップを行う。

1. デッキの左側にあるデッキローラベアリングに所
定のグリスを注入する図 50。

g254862

図図図 50

1. 機体の左側

2. デッキの右側にあるデッキローラベアリングに所
定のグリスを注入する図 50。

3. 他のデッキのローラにも、ステップ1と2の作業
を行う。

ギギギアアアボボボッッックククスススののの整整整備備備
別別別途途途用用用意意意すすするるるもももののの PTFE ねじ山シールテープと小型
のハンドポンプ

ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
• Toro プレミアムトラクタフルード

• Mobilfluid™ 424 トラクタ油圧フルード

ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

1. 中央のギアボックスの上部にあるディップスティッ
クポートからディップスティックを抜き取る図 51ま
たは図 52。

g255251

図図図 51
中央ギアボックス

1. ディップスティック 3. ディップスティックの Full
マーク

2. ディップスティックポート 4. ディップスティックの Add
マーク
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g255263

図図図 52
デッキのギアボックス

1. ディップスティック 3. ディップスティックの Full
マーク

2. ディップスティックポート 4. ディップスティックの Add
マーク

2. ディップスティックについているマークでオイルの
量を判定する図 51または図 52。
オイル量が 2 本のマークの間であれば適正で
ある。

注注注 必要に応じてオイルを追加してください 中央ギ
アボックスへのオイルの補給 (ページ 31)または
デッキのギアボックスへのオイルの補給 (ページ
31)を参照。

3. ディップスティックのねじ山部分をきれいに拭き、
PTFE ねじ山シールテープを巻き付ける。

4. 給油ポートにディップスティックをねじ込んで締め
付ける図 51または図 52。

5. 他のデッキのギアボックスにも、ステップ1-4の
作業を行う。

中中中央央央ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルル交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

1年ごと

中中中央央央ギギギアアアボボボッッックククスススかかからららのののオオオイイイルルルののの抜抜抜ききき取取取りりり

g255203

図図図 53
中央ギアボックスのドレンの位置

1. モアの底部フレームプレートにあるアクセス穴の
下からドレンの位置を確認し、ドレンの下にオ
イル受けを置く図 54。

g255204

図図図 54

1. ソケットドレンプラグ 3. アクセス穴フレームプレー
トモア

2. ドレンポート中央ギアボッ
クス

2. 中央ギアボックスのドレンポートのソケットドレンプ
ラグを外し、出てくるオイルを回収する図 54。

3. ドレンプラグのねじ山部分をきれいに拭き、 PTFE
ねじ山シールテープを巻き付ける。

4. ドレンポートにディップスティックをねじ込んで締
め付ける。
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中中中央央央ギギギアアアボボボッッックククスススへへへのののオオオイイイルルルののの補補補給給給

中中中央央央ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルル容容容量量量 1,774 mL
1. 中央のギアボックスの上部にあるディップスティッ

クポートからディップスティックを抜き取ってきれい
に拭く図 55。

g255252

図図図 55
中央ギアボックス

1. ディップスティック 4. 補給ポート

2. 補給プラグ 5. ディップスティックの Full
マーク

3. ディップスティックポート 6. ディップスティックの Add
マーク

2. ギアボックス上部の補給ポートについているプラ
グを外す図 55。

3. 補給ポートから所定のギアオイル 1,774 mL を入
れる図 55。

4. ポートにディップスティックをねじ込んでから抜き
取ってオイルの量を調べる図 55。
オイル量が 2 本のマークの間であれば適正で
ある。

注注注 オイル量が Full マークと Add マークの中間
になるように必要に応じてオイルを追加してくださ
い。

5. ディップスティックのねじ山部分をきれいに拭き、
PTFE ねじ山シールテープを巻き付ける。

6. 給油ポートにディップスティックをねじ込んで締
め付ける図 55。

7. 補給ポートに補給プラグをねじ込んで締め付け
る図 55。

デデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルル交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

1年ごと

デデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの抜抜抜ききき取取取りりり

1. ギアボックスの上部についているディップスティッ
クを抜き取る図 56。

g255295

図図図 56

1. ディップスティック 2. ディップスティックポート

2. ディップスティックポートから、小型ポンプでギア
ボックスのオイルを抜き取る図 56。

3. 他のデッキのギアボックスについても、上記の
手順1と2を行う。

デデデッッッキキキのののギギギアアアボボボッッックククスススへへへのののオオオイイイルルルののの補補補給給給

ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルル容容容量量量 1,064 mL
1. ディップスティックポートから所定のギアオイル

1,064 mL を入れる図 57。
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g255294

図図図 57

1. ディップスティック 3. ディップスティックの Full
マーク

2. ディップスティックポート 4. ディップスティックの Add
マーク

2. ポートにディップスティックをねじ込んでから抜き
取ってオイルの量を調べる図 57。
オイル量が 2 本のマークの間であれば適正で
ある。

注注注 オイル量が Full マークと Add マークの中間
になるように必要に応じてオイルを追加してくださ
い。

3. ディップスティックのねじ山部分をきれいに拭き、
PTFE ねじ山シールテープを巻き付ける。

4. 給油ポートにディップスティックをねじ込んで締
め付ける図 57。

5. 他のデッキのギアボックスについても、上記の
手順1と4を行う。

モモモアアアのののベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

ブレードを駆動しているベルトはスプリング付きのアイド
ラで張りを調整しており、耐久性が高く、長期間にわ
たって使用することができます。しかし長期間のうちに
必ず磨耗が現れてきます。摩耗の兆候としてベルト作
動時にキシリ音がする刈り込み中に刈り込みブレードが
滑るベルトのエッジがほつれてくるベルトに焼けやひび
割れが出てくる刈り上がりが悪くなるなどがあります。以
上のような徴候が現れたらベルトを交換してください。

g251058

図図図 58
図は左側デッキのベルト右側デッキ、中央デッキもほぼ同じ

1. テンショナプーリ 4. 短いベルト左

2. 駆動プーリ 5. 長いベルト右

3. スピンドルプーリ左、中
央、右

1. デッキカバーを外す デッキカバーを取り外し (ペー
ジ 25)を参照。

2. ベルト長いのと短いのに摩耗の兆候がないか
点検する。

摩耗や破損しているベルトは交換する モアのベ
ルトの交換 (ページ 32)を参照。

3. デッキカバーを取り付ける デッキカバーの取り付
け (ページ 26)を参照。

モモモアアアのののベベベルルルトトトののの交交交換換換
注注注 短いベルトの交換には長いベルトを外すことが必
要になります。

長長長いいいベベベルルルトトトののの取取取りりり外外外ししし
1. ベルトカバーを取り外す デッキカバーを取り外

し (ページ 25)を参照。

2. バールなどを使って長いベルトのベルトテンショナ
を左に回して、テンショナのプーリからベルトを
外す図 59。
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g255022

図図図 59

1. 駆動プーリ 4. テンショナとプーリ

2. 長いベルト 5. 右側スピンドルプーリ

3. 中央スピンドルプーリ

3. 長いベルトを駆動プーリ、中央スピンドルプーリ、
右側スピンドルプーリから外す図 59。

4. ベルトをモアから取り外す。

注注注 ベルトを中央スピンドルプーリから外しにくい
ときはベルトを回してください。

短短短いいいベベベルルルトトトののの取取取りりり外外外ししし
1. ベルトカバーを取り外す デッキカバーを取り外

し (ページ 25)を参照。

2. 長いベルトが取り付けられている場合には、これ
を外す 長いベルトの取り外し (ページ 32)を参照。

3. バールなどを使って短いベルトのベルトテンショナ
を左に回して、テンショナのプーリからベルトを
外す図 60。

g255020

図図図 60

1. テンショナとプーリ 3. 短いベルト

2. 左側スピンドルプーリ 4. 中央スピンドルプーリ

4. 長いベルトを駆動プーリ、中央スピンドルプーリ、
右側スピンドルプーリから外す。

5. ベルトをモアから取り外す。

注注注 ベルトを中央スピンドルプーリから外しにくい
ときはベルトを回してください。

短短短いいいベベベルルルトトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 長いベルトを取り付ける 長いベルトの取り付け

(ページ 33)を参照。

2. 長いベルトを、左スピンドルプーリと、中央スピン
ドルプーリの下側の溝にセットする図 61。

g255021

図図図 61

1. テンショナとプーリ 3. 短いベルト

2. 左側スピンドルプーリ 4. 中央スピンドルプーリ

3. バールなどを使って短いベルトのベルトテンショナ
を左に回して、テンショナのプーリにベルトを取
り付ける図 61。

長長長いいいベベベルルルトトトののの取取取りりり付付付けけけ
1. 長いベルトを駆動プーリ、中央スピンドルプー

リの上側の溝と、右側スピンドルプーリにセット
する図 62。
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g255023

図図図 62

1. 駆動プーリ 4. 長いベルト

2. テンショナとプーリ 5. 右側スピンドルプーリ

3. 中央スピンドルプーリ

2. バールなどを使って短いベルトのベルトテンショナ
を左に回して、テンショナのプーリにベルトを取
り付ける図 62。

3. 長いベルトだけを交換する場合には、デッキカ
バーを取り付ける デッキカバーの取り付け (ペー
ジ 26)を参照。

4. デッキカバーを取り付ける デッキカバーの取り付
け (ページ 26)を参照。

回回回転転転刃刃刃ののの整整整備備備
ブレードの刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれ
いです。シーズンを通してブレードの刃先を鋭利にして
おきましょう。切れ味の悪い刃先は芝草を引きちぎるの
で、切り口が茶色に変色し、芝草の成長を悪くし、ま
た病気にもかかりやすくなります。

ブレードの磨耗や破損を毎日点検してください。必要
に応じてブレードを研磨してください。ブレードが破損
したり磨耗したりした場合には、直ちに交換してくださ
い純正ブレードを使ってください。

危危危険険険
モモモアアアのののブブブレレレーーードドドははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利でででああありりり、、、不不不用用用意意意ににに
触触触れれれるるるとととけけけがががをををすすするるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり扱扱扱ううう時時時ははは、、、丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋をををはははめめめててて行行行
うううこここととと。。。

危危危険険険
磨磨磨耗耗耗ののの進進進んんんだだだブブブレレレーーードドドややや破破破損損損しししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回
転転転中中中にににちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここ
るるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼ
ししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期的的的ににに点点点
検検検すすするるるこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換しししててて
くくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備ののの準準準備備備

注注注 モアのブレードの整備は、モアを牽引車両に連結し
た状態で行ってください。

1. PTO を解除し、平らな場所に移動う駐車ブレー
キを掛ける。

2. デッキを上昇させてロックし、エンジンを停止し、
キーを抜き取る図 63。

g255457

図図図 63

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる
1. 図 64のようにモアを整列させる。

g256136

図図図 64

2. 後方を剥いているブレードの刃先付近のデッキ底
部をきれいにする図 65。
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g255531

図図図 65

1. ここをきれいに洗浄デッキ底部

3. 直角定規を使用して、きれいにした部分から刃先
までの距離を測る図 66。
距離を記録する。 .

g255530

図図図 66

4. ブレードを 180° 回転させる図 66。
5. きれいにした部分から刃先までの距離を測る図

66。
距離を記録する。 .
ステップ 4 と 6での測定値の差が 3 mm以内でな
い場合は、ブレードが曲がっていると判定し、新
しいブレードに交換する ブレードの取り外し (ペー
ジ 36)と ブレードの取り付け (ページ 37)を参照。

6. 同じデッキの他のブレードについてもステップ
3-5を行い、また、別のデッキについてもステッ
プ1-6を行う。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先の部分を点検する図 67。刃先部分が鋭利
でなかったり、打ち傷がある場合には、ブレー
ドを外して研磨する。 ブレードの研磨 (ページ
36)を参照。

2. ブレードを点検し、特にセール部をよく観察する
図 67。破損、磨耗、割れの発生などがあれば
図 67、直ちに新しいブレードに交換する。

危危危険険険
ブブブレレレーーードドドののの磨磨磨耗耗耗ををを放放放置置置すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドのののセセセーーー
ルルル部部部ととと平平平坦坦坦部部部とととののの間間間ににに割割割れれれ目目目ががが発発発生生生すすするるる。。。
こここののの割割割れれれ目目目ががが拡拡拡大大大すすするるるととと、、、最最最終終終的的的にににはははブブブレレレーーー
ドドドがががちちちぎぎぎれれれてててハハハウウウジジジンンングググののの下下下かかかららら飛飛飛びびび出出出ししし、、、
こここれれれがががオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人ににに当当当たたたるるるととと死死死亡亡亡
ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• ブブブレレレーーードドドががが磨磨磨耗耗耗ややや破破破損損損しししててていいいななないいいかかか定定定期期期
的的的ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。

• 曲曲曲がががっっったたたブブブレレレーーードドドををを元元元ににに戻戻戻そそそうううとととしししたたたりりり、、、
欠欠欠けけけややや割割割れれれののの出出出たたたブブブレレレーーードドドををを溶溶溶接接接ででで修修修理理理
しししたたたりりりしししななないいいこここととと。。。

• 磨磨磨耗耗耗しししたたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは交交交換換換
すすするるるこここととと。。。
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g004653

図図図 67

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. セール部 4. ひび

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れていな
い、磨耗した、曲がったなどの場合には新しいものと
交換してください。いつも最高の性能を維持し、安全を
確保するために、交換用の刈り込み刃ブレードは必ず
の純正部品をご使用ください。他社のブレードを使用す
ると安全規格に適合しなくなる可能性があります。

警警警告告告
鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる危危危険険険ががが
あああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを取取取りりり扱扱扱うううととときききははは丈丈丈夫夫夫ななな手手手袋袋袋をををすすするるるかかか、、、刃刃刃
先先先部部部分分分厚厚厚いいい布布布なななどどどでででしししっっっかかかりりりととと覆覆覆うううこここととと。。。

1. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使ってブ
レードの端部をしっかり握る。

2. ブレードボルトを右に回してボルトを外す図 68。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドボボボルルルトトトははは左左左ねねねじじじででですすす

g004480

図図図 68

1. スピンドル 3. 芝削り防止プレート

2. ブレードの立ち上がりセー
ル部

4. ブレードボルト

3. スピンドルのシャフトから芝削り防止プレートとブ
レードを取り外す図 68。

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨中中中にににブブブレレレーーードドドののの一一一部部部ががが割割割れれれるるるなななどどどししし
ててて飛飛飛びびび出出出すすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドををを研研研磨磨磨すすするるるととときききにににははは適適適切切切ななな保保保護護護めめめがががねねね
ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

1. ブレードは、左右の刃先部分を研磨する図 69。

注注注 刃先の角度を変えないように注意すること。
左右を同じだけ削るようにすればバランスが狂
わない。
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g000276

図図図 69

1. この角度を変えないように研磨すること

2. ブレードバランサーを使ってバランスを調べる図
70。

注注注 ブレードが水平に停止すればバランスがとれ
ているからそのまま使用してよい。もし傾くような
ら、重い方の裏面を少し削って調整する図 71。
バランスがとれるまで調整する。

g000277

図図図 70

1. ブレード 2. バランサー g004480

図図図 71

1. スピンドル 3. 芝削り防止プレート

2. ブレードの立ち上がりセー
ル部

4. ブレードボルト

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ
1. スピンドルシャフトにブレードを取り付ける(図 71)。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側セセセーーールルル部部部がががカカカッッッテテティィィ
ンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででで
すすす。。。

2. 芝削り防止プレートとブレードボルトを取り付け
る図 71。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドボボボルルルトトトははは左左左ねねねじじじででですすす

3. 各ブレードボルトを 115-150 N·m11.8-15.2 kg.m
= 85-110 ft-lbにトルク締めする。

デデデッッッキキキのののピピピッッッチチチののの調調調整整整
製造時に、デッキの後方が前方よりもわずかに高くな
るように調整してあります。

モモモアアアのののピピピッッッチチチののの調調調整整整ののの準準準備備備

別途用意するもの角材50 mm 角程度

1. ピッチの調整を行うデッキそれぞれについて、中
央のブレードを図 72のように整列させる。
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g255552

図図図 72

2. デッキを床面まで降下させる。

デデデッッッキキキののの水水水平平平調調調整整整
1. 刈高アジャスタブロックを固定しているナットを

ゆるめる図 73。

g256062

図図図 73

1. 4⅞" 124 mm 2. 刈高アジャスタ

2. 刈高アジャスタを上下させて、刈高アジャスタブ
ロックの上面から床面までの距離が 124 mmにな
るように調整する図 73。

3. 他の刈高アジャスタについてもステップ1と2を
行う。

デデデッッッキキキのののピピピッッッチチチののの設設設定定定
別別別途途途用用用意意意すすするるるももものののスペーサにする角材長さ 50 cm程度

1. デッキの後方から、フラップを持ち上げて中央の
ブレードの後方端部と床面との間に角材50 mm
角を入れる図 74。
角材をセットするとき、角材に軽い抵抗があれ
ば問題ない。

• ブレードと床面との距離が大きすぎるときに
は、刈高アジャスタ4 個でデッキを下げる。

• ブレードと床面の間に角材を入れれらないほ
ど距離が小さいときには、刈高アジャスタ4
個でデッキを上げる。

g256063

図図図 74

1. 刈高アジャスタ 3. 角材のスペーサ51 mm
2. 中央のブレード 4. 後フラップ

2. アジャスタブロックの上面から床面までの距離を
測定する図 75。
刈高アジャスタを調整して、以下のようにする

• アジャスタブロックの上面から床面までの距離
が、4 ヶ所のブロックですべて同じになる。

• 中央のブレードと床面との間に角材がちょうど
良い感じではまる。

g256087

図図図 75

1. 刈高アジャスタの上面
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3. 刈高アジャスタブロックにポインタを固定している
ソケットヘッドねじ2 本をゆるめて、ポインタをデ
カルの 2" のマークに合わせて、ねじを元通り
に締め付ける図 76。

g256085

図図図 76

1. 刈高アジャスタ 4. ポインタ

2. ソケットヘッドねじ 5. 2" マーク

3. ナット

4. 他の刈高アジャスタについてもステップ3を行う。

5. 後ローラのところで、左右の刈高アジャスタを、
デカルの 2-1/4" のマークに合わせる図 77。

g256086

図図図 77

1. 2-1/4" マークデカル 3. 刈高アジャスタ後ローラ

2. ポインタ

6. 二つのポインタを刈高アジャスタブロックに固定し
ているソケットヘッドねじをゆるめて、ポインタを
デカルの 2" のマークに合わせて、ねじを元通り
に締め付ける図 78。

g256116

図図図 78

1. ソケットヘッドねじ 4. ポインタ

2. 刈高アジャスタ後ローラ 5. ナット

3. 2" マーク

7. 前後のローラの刈高アジャスブロック4 個固定し
ているナット4 個図 76と図 78を、322396 N∙m
33-40 km.m = 238-292 ft-lbにトルク締めする。
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保保保管管管

マママシシシンンンののの保保保管管管
刈り込みシーズンの終了後など、モアを長期格納保管
する前には、以下の予防整備を行ってください

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に
停止したのを確認する。

2. 機体や可動部にたまったごみやグリスをきれい
に取り除く。

3. グリスアップ。

4. 塗装面にひっかき傷などがあればタッチアップ
修理する。

5. 擦り切れたり破損したりしたステッカーを貼り替
える。

6. 可能であれば、モアはしっかりした建物の屋内
で湿気を避けて保管する。屋内保管が無理な場
合は、厚いシートで機体全体を覆い、しっかりと
縛り付けて保管する。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

WARNING: Cancer and Reproductive Harm—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへ https://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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トトトロロロののの品品品質質質保保保証証証

年間品質保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの
負担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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